
想断

退職する3月 31日 があと一月餘 りに迫っている

というのに,雑務に追われ忙 しい毎日を送ってい

る。仕事の内容は今年の夏に予定されている国際

数学者会議の準備と日本数学会の行政面に関する

こととの二つで, どちらも誰かが引き受けなけれ

ば成り立たないという意味ではやむを得ないもの

ではあるが, この期に及んでこちらにお鉢が廻っ

てくるのはいささか害1が合わないというのが卒直

な感想である。 さすがに最近では教室や学部の雑

用からは免除されているが,一年前には全学の大

学院学生委員会の委員長の時に前の天皇の死去と

ぶつかりずいぶん神経を使 うはめになった。

われわれの世代が若かった頃には科学者で随筆

を書 く人がかなり多かったように思 う。寺田寅彦

や中谷宇吉郎のようにたいへん達筆の人 もいた一

方, それ程のこともない人も多かった。いずれに

せよ,最近では科学者の随筆はとんと見受けない

ようになった。おそらく昔の人は今のわれわれよ

りはるかに暇だったのだろう。少 くとも,精神的

ゆとりにおいては格段の差があったのではなかろ

う力、 専門の細分化が進み,研究の進展のスピー

ドも増 した現代の研究者にとって不断の切迫感が

心のゆとりを奪っていると思われる。まして, 日

本では様々な雑用が研究までおびやか している。

理学部でも, この数年毎年のように,停年教授

のうち何人かが最後の挨拶で雑用の多いことを問

題にしていたと記憶する。雑用の流す毒について

は,殆どすべての人がその苦さを知り悩まされ続

けているのだろうが,事態が良 くなる兆は見えて

こない。最近つくづ く思 うのだが, 日本の大学に

おける教授会制度が時代の流れに乗 りきれず,次

第に形式的な面,非能率な面が露呈 し,時には障

碍にさえなってきているのではなかろう力、 おそ

服 部 品 夫 (数学教室)

らく,教授会制度の主な意味あいは,大学の自治

を守るとか,人事の独立性や厳正を保つための
,

いわば歯止めとしての役割にあるものと考えられ

る。 しかしそのような役割を真に発揮する状況は

稀にしか起 らないのが現実であり,実際にはみん

なで相談 してみんなで決めようといぅスローガン

が幅を利か し,評議員会を筆頭に,教授会,各種

委員会,懇談会とありとあらゆる場所で, ありと

あらゆる時に会議が開かれている感がある。たい

ていの場合,会議を経なくても同じような結論に

なりそうだが,会議を開いたという名日でみんな

が納得する, あるいは納得させ られる仕組である。

東大でも,かつて,共通一次試験への参加や,入
試の分離分割実施についてみんなで相談 したとき

には,お そらく反対意見の方がはるかに強かった

と推察するが,結論は始めから決っていたような

もので,後味の悪いことがおびただしい。 これな

どは極端な例であるが,会議で無駄に費されるエ

ネルギーの量は計り知れないものである。 このよ

うな無駄が起るのは,み んなで相談 してみんなで

決めようといぅ姿勢に根本的に無理があるからだ

ろう。雑用を減らすために,委員会の数を減 らし

たり,委員数を縮小 しろという意見はよく聞くが
,

教授会制度そのものに言及 した意見はあまり聞か

ない。大学にもタブーはあるが,教授会制度もそ

の一つなのだろうか。そのあたりを一度洗い直 し
,

相当思いきった手直しをしないと事態はますます

悪化するばかりだろう。

教授会制度とともに日本の大学において根幹と

なっているのは学部制度であろう。外国からわれ

われのところにくる郵便は単に Department Of

M athematicsと か Mathematical lnstituteと い

う所属を明示 してあるだけだが, こちらか らはそ
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の次に Faculty Of scienceと つける習慣である。

また,国内で も理学部数学教室と書 く。 このこと

は,外国では学部よりも学科が実質的な運営の中

心であり, しかも一つの大学の中には一専F]は一

学科に統一されていることを示 している。一つの

大学の別の学部に属する同一専門学科同志で仲が

悪いところの噂をきくこともある。合同すれば強

力な研究集団となり得るはずのところを, まこと

に味気ないことである。 自分自身についていえ
`式

理学部内の他の学科の人事より教養学部の数学教

室の人事にもつ関心の方がはるかに大きかった。

両方の教室が大学院ではつながっているという現

実の下では, それは単なる好寄心以上の強い関心

事であったのである。 このような点にも,学部別

に教授会がことを司るという制度の予盾が潜んで

いると常日頃感 じている。

東大紛争以後20年,結局東大では何 も変 らなか

ったとよくいわれる。国会が議員定数是正を自分

の手では断行できず,役所は自分の権限を弱める

ような行政改革をやる気はない。大学 も自分の力

で自分を動かすことはできないのだろうか。国会

や役所と違って, こちらは変革によって失うとこ

ろが少い筈ではあるのだ力も

停年退職教官としての恒例の文章を書 くようい

われて, どうせ下手な随筆のようなものを書 くの

なら,お、だん感 じてながらあまり話 したことはな

かったことを書きとめておくのも意味があるだろ

うと思った。共鳴を得られる部分も案外あるので

はないかとひそかに考えている。

理学部数学教室に籍を置いてから20数年が過ぎ

た。毎年のように優れた研究者が輩出し,清新な

感覚の彼等と同じ感覚で対応 して行かなければな

らないという意味でまことに厳 しい職場ではあっ

たが, それはそれでやり甲斐があり愉快でさえあ

った。その点については,悔の残 ることも多いけ

れども,あ る爽快感をもって去ることができる。

数学教室はいうに及ばず,理学部全体の同僚や

後輩の方たち, また事務関係の方たちにもたいへ

んお世話になった。筆をおくに当って心から謝意

を表したい。
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上記の業績 リストを作り,教室全員の方にお見せ下

さいという手紙をつけて各教室主任宛にお届けしてあ

りますので御覧下さい。その理由は,当理学部のよう

な高度の研究者集団は,そ こで行われている全研究の

一覧が出来るようなメディアを持つべきだし,ま た,

理学部の一体性から見ても,お互いの研究を知るきっ

かけになればと考えたからです。さらに,有馬総長が,

総長室に各学部の業績を評価できるような有力なデー

タを置いておきたいと希望されたことが, リスト作成

の強い動機となぅています。

和 田 昭 允

このリストは,教授会および教室主任・施設長会議

で御相談し,最初だからあまり固苦しいフォーマット

を決めないでとにかく作って見ようという大方の御意

見を入れて,各教室の責任で作られたリストを私がま

とめたものです。記載もれや誤植などありましたら,

教室ごとにまとめて私にお知らせ下さい。正誤表を作

るなどの措置を取ります。

今後, これが毎年の理学部の定期的な出版物となり,

このすぐれた頭脳集団の活動を世の中により広く知っ

てもらうために役に立てばと切に希望する次第です。

―-4 -


